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2023年4月提出温室効果ガスインベントリ報告の状況①

 2022年度の沿岸湿地に関する温室効果ガス排出・吸収量の算定方法の検討状況については、以下
を「環境省温室効果ガス排出量算定方法検討会森林等の吸収源分科会」に報告。
 マングローブ（森林に含まれない部分）の排出・吸収量算定方法案
 海草・海藻藻場の検討状況、塩性湿地の検討状況

 2023年1月31日に開催された「環境省温室効果ガス排出量算定方法検討会」において、マングロー
ブの排出・吸収量算定方法案が承認され、我が国の温室効果ガスインベントリに同算定が含まれるこ
ととなった。湿地・干潟、海草・海藻藻場については、引き続きデータ収集中である旨を報告。

 2023年4月に提出した温室効果ガスインベントリにおいて、「土地利用、土地利用変化及び林業
（LULUCF）」分野の、湿地（4.D Wetlands）区分のその他の湿地（4.D.3 other wetlands）でマング
ローブの排出・吸収量の報告を実施。
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2023年4月提出温室効果ガスインベントリ報告の状況②

「日本国温室効果ガスインベントリ報告書」 「共通報告表」

Gains Losses Net change Mineral soils Organic soils

(kt)

D. Total wetlands 0.21 -8.64 -8.43 -1.64 0.42 NO,NE,NA 35.36

1. Wetlands remaining wetlands 0.21 -0.04 0.17 0.03 0.42 NE,NA -2.28

1.1  Peat extraction remaining peat extraction NE NE NE NO NO NE NO,NE

1.2 Flooded land remaining flooded land NE NE NE NE NE NE NE

1.3 Other wetlands remaining other wetlands
 (7)

0.21 -0.04 0.17 0.03 0.42 NA -2.28

(kt C)
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※加えて、方法論、活動量（面積）、係数に関する説明を掲載
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2023年4月提出温室効果ガスインベントリ報告の状況③

UNFCCC Ocean and Climate Change dialogue 2023


